
社会福祉法人 釧路創生会 

短期入所生活介護施設 はるとりの里運営規程 

 

 

第 1 条）事業の目的 

社会福祉法人釧路創生会が開設する短期入所生活介護施設はるとりの里（以下「施設」）

が行う指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護施設の事業（以下「事

業」）の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、施設の生活

相談員その他の職員（以下「生活相談員等」）が、要介護状態等にある高齢者に対し、適

切な短期入所生活介護及び介護予防短期入所生活介護サービスを提供することを目的とす

る。 

 

第 2 条）運営の方針 

（1）施設の生活相談員等は要介護状態等になった利用者の心身の特性をふまえて、利用

者が可能な限り、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、

入浴・排泄・食事などの介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことによ

り、利用者の心身機能の維持を図るように支援を行う。 

（2）事業の実施にあたっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービス、居宅介

護支援事業所との綿密な連携を図り、利用者の意志・人格を尊重し常に利用者の 立

場にたって、総合的なサービスの提供に努める。 

 

第 3 条）施設の名称等 

（1）名 称  短期入所生活介護施設 はるとりの里 

（2）所在地  釧路市春採 7丁目 9番 7号 

 

 

 



第 4条）職員の職種、員数、および職務内容 

施設に勤務する職種、員数、および職務内容は次のとおりとする。 

※人員は、併設の介護老人福祉施設はるとりの里の職員数を含む 

※指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護を兼務 

（1）管理者 1 名（常勤／兼務） 

管理者は、施設の従業者の管理、介護老人福祉施設の利用の申込に係わる調整、業務

の実施状況の把握その他の管理を一元的に行うとともに、従業者に事業所運営に必要

な指揮命令を行う。 

（2）医師 1名（非常勤） 

医師は、利用者の健康管理及び必要な医療の提供を行う。 

（3）生活相談員 2 名（常勤 専従 1名／兼務 1名） 

生活相談員は、利用者及び家族の相談や利用計画等のサービス調整を行う。 

（4）介護職員 31名（常勤職員 27 名／常勤 兼務 1名／非常勤職員 3名） 

介護職員は、利用者の日常生活上の介護を行う。 

（5）看護職員(看護師及び准看護師) 5 名（常勤 専従 2名／兼務 1名／非常勤 2名） 

看護職員は、利用者の看護を行う。 

（6）管理栄養士 2 名  （常勤 専従 1名／兼務 1名）   

管理栄養士は、利用者の身体的特性に適合した栄養ケア・マネジメント等の栄養状態

の管理を行なう。 

（7）調理員 

調理員が調理業務を行う。  

（8）機能訓練指導員 1名（常勤 兼務） 

 

第 5 条）利用者の定員 

1 日に短期入所生活介護サービスを提供する定員は 10名（介護予防短期入所生活介護含

む）とする。 



 

第 6 条）指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護サービスの内容 

（1）利用者は、介護保険給付サービスとして、次の各号のサービスを受けることができ

る。 

①入浴、排泄、おむつの取り替え、着替えなどの介護 

②食事の提供及び栄養ケア・マネジメント 

③相談及び援助 

④教養・娯楽設備の提供及びレクリエーション行事 

⑤行政手続きの代行 

⑥機能回復訓練 

⑦健康管理 

（2）利用者は、介護保険給付外サービスとして、次の各号のサービスを受けることがで

きる。 

①特別な食事の提供 

②理美容 

③買い物の代行 

④その他生活サービス 

 

第 7 条）利用料等 

（1）施設が提供する指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護サービス

の利用料は、厚生労働大臣が定める介護報酬の告示上の額とし、当該指定短期入所生

活介護及び指定介護予防短期入所生活介護サービスが法定代理受領サービスであると

きは、利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合分を自己負担とする。ただ

し、次にあげる項目については別に利用料金を徴収する。   

①利用料として、滞在費、食費、理容代その他の費用を別表のとおり徴収する。 

前各号にあげるものの他、指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活の中

で提供されるサービスの内利用者が負担することが適当と認められる費用は実費とす

る。 



（2）介護保険料の滞納等により、保険給付額が減額されている場合は、減額後の額を徴

収する。 

（3）前項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書で

説明した上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。

また、当該内容及び費用を変更する場合には、予め利用者又はその家族に対し説明を

行い、利用者の同意を得ることとする。 

（4）利用者の利用者負担額及び実費負担額の支払い方法は、事業所の指定する方法とす

る。 

 

第 8 条）施設利用の留意事項 

指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護の利用者は、次の事項につ い

て特に留意すべきものとする。 

（1）管理者及び従業員が提供する指定介護老人福祉施設サービスに必要な協力を行い、    

円滑かつ安全な指定介護老人福祉施設の利用に努めること。 

（2）利用者相互の親睦を図り、紛争を避けること。 

（3）身の回りの清潔、整理整頓その他環境衛生に務め、その能力に応じて自発的に協力

すること。 

（4）利用者相互で金銭及び物品の貸借を行わないこと。 

（5）施設の備える設備及び備品の取り扱いは、丁寧に行うこと。 

（6）危険物及び危険のおそれのある物品等を持ち込まないこと。 

（7）声、器物、楽器等の音を異常に大きく出すなどして、他の利用者に迷惑を及ぼさな

いこと。 

（8）定められた場所以外では喫煙しないこと。 

（9）腐敗性飲食物等の健康を害するおそれのある物を持ち込み、及び飲食しないこと。  

（10）施設内の秩序・風紀を乱し、又は安全・衛生を害さないこと。 

（11）その他定められた規則を遵守すること。 

 

 



第 9条）緊急時等における対応方法 

生活相談員等は、指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所生活介護を利用中に、

利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じた場合は、速やかに主治医あるいは協力機関

に連絡し、適切な措置を行うものとする。 

 

第 10 条）非常災害対策 

（1）天災その他の災害が発生した場合、従業員は利用者の避難等適切な措置を講ずる。

また、管理者は、日常的に具体的な対処の方法、避難経路及び協力機関等との連携方

法を確認し、災害時には避難等の指揮をとる。 

（2）非常災害に備えて、非常災害を具体的に定めた組織的な避難訓練を定期的に行う。 

 

第 11 条）虐待の防止のための措置に関する事項 

（1）事業所は虐待の発生又はその再発を防止するため、次に各号に定める措置を講じる

ものとする。 

①虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果を従業員に

周知徹底を図るものとする。 

②虐待防止ための指針を整備するものとする。 

③虐待防止のための従業員に対する研修を年２回以上行うものとする。 

④上記措置を適切に実施するための担当者を置くものとする。 

（2）事業者は、虐待等が発生した場合、速やかに市町村へ通報し、市町村が行う虐待等

に対する調査等に協力するよう努める。 

 

第 12 条）業務継続計画の策定等 

（1）施設は、感染症や非常災害の発生時において、入所者に対する指定介護福祉施設 

サービスの提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図

るための計画(以下「業務継続計画」)を策定し、当該業務事業計画に従い必要な措置

を講じるものとする。 

（2）施設は、従業員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び

訓練を年 2回以上実施するものとする。 



（3）施設は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更

を行うものとする。 

 

第 13 条）その他の運営についての留意事項 

（1）事業者は従業員の資質向上を図るため研修の機会を設けるものとし、また、業務態

勢を整備する。 

（2）従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

（3）従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるた

め、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との

雇用契約との内容とする。 

（4）施設が、居宅介護支援事業者等の必要な機関に利用者、及びその家族に関する情報

を提供する場合は、あらかじめ文書により利用者、及びその家族の同意を得るものと

する。 

（5）利用者本人、または他の利用者等の生命、または身体が危険にさらされる可能性が

高い場合で、他に代替方法が無い場合以外には、身体拘束を実施しない。またやむを

得ず実施する場合は理由等を記録する。 

（6）この規定に定める事項の外、運営に関する重要事項は、社会福祉法人釧路創生会と

事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

第 14 条）通常の送迎の実施地域 

通常の送迎の実施地域は、釧路市内（阿寒町・音別町を除く）全域、及び釧路町で次に掲

げる町名の地域とする。 

（釧路町の地域） 

桂・新開・光和・北見団地・国誉・桂木・木場・睦・曙・若葉・富原・北斗・雁来・ 

豊美 

 

 

 



附 則 

この規程は、平成 12 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 12 年 10 月 1日から施行する。 

この規程は、平成 17 年 10 月 1日から施行する。 

この規程は、平成 18 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 20 年 2月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 20 年 4月 1 日から施行する｡ 

この規程は、平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 22 年 10 月 1日から施行する。 

この規程は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 24 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 24 年 10 月 1日から施行する。 

この規程は、平成 25 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 26 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 27 年 3月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 27 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

この規程は、平成 30 年 8月 1 日から施行する。 

 平成 31年 4月 1日一部改正。 

 令和 2年 4月 1 日一部改正。 

令和 3年 4月 1日一部改正。 

令和 3年 7月 1日一部改正。 



この規程は、令和 6 年 4月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 表 

料金表 

 

運営規程第７条の利用料金を次のとおり定める。 

項 目 金 額 

指定短期入所生活介護及び 

指定介護予防短期入所生活介護利用料 
介護報酬告示上の額 

滞在費 

（利用者負担第 4段階の場合） 

従来型個室 1,171 円／日 

多床室 855 円／日 

食 費 

朝食 395 円 

昼食 525 円 

夕食 525 円 

理容代 1,500 円～（カットのみ） 

複写物の交付 10 円／枚 

上記のほか、指定短期入所生活介護及び 

指定介護予防短期入所生活介護において 

提供されるサービスのうち、利用者が 

負担することが適当と認められる費用 

実 費 

 


